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てこれまでに多くの研究がなされてきたが，最近 Jaco b , Monod らは E. coli による β ガラクトシダーゼ
形成の微生物遺伝学的解析から repressor， operon 等の新しい概念を中心とする有力な仮説を提唱してい
る。著者の属する教室では，マンデル酸酸化酵素系の所謂、逐次的誘導形成'の問題をとり扱ってきたが，





方法 菌株 Micrococcus ureae，菌の培養:クエン酸を唯 Aの炭素源とする合成培地にて 30 0 で振謹培養，
安息香酸酸化酵素の活性測定:生菌については (司安息存酸を基質とする酸素吸収 (b) 安息香酸ーカノレ
ボキシル 14C を基質とし遊離する 14C02 を BaCOs として!日l収して放射能測定，無細胞抽出液について
は上の (b) 法によって測定，無細胞抽出液の調製:問中らの万法に従い音波磨砕によった。 pークロル安息

















1 L トリプトファン 8 
2 p-クロル安息香酸 102 
3 トリプトファン十 P クロノレ安息香酸 12 ,000 
4 (1 +2) 680 
coinducer とよぷ)と incubate すると約 30 分の聞に著明な酵素形成がおこるつ従って Pークロル安息香酸
による誘導は二つの過程より成ると考えられる。第 1 過程 (Pークロ Jレ安息香酸との接触)は 2"--'4 時間で
飽和に達し，その効果は菌をりん酸援衝液中で長時間振重しでもあまり減弱しない。クロラムフエニコー
jレ，ピユロマイシン等の蛋白合成阻害剤はいずれの過程をもほぼ完全に阻害するつ また 0- クロノレ安息香
酸および 5-ブロモウラシ jレは第 1 過程を著明に阻害する。
P クロ jレ安息~酸の菌体膜透過性に関しては，これがきわめて短時間に外界濃度と平衡に達し，また濃
度勾配に反する蓄積はみとめられなかったの従って permease の介在はないものと考えられる。
次に誘導の過程における inducer の菌体内固定の可能性を 14C でラベノレした P クロル安息香酸を用い
て検討したョ 5x 10-5M の 14C-P クロノレ安息香酸をふくむクエン酸培地中で 4"-'6 時間振重した菌体を
十分洗糠し，これから酸性エーテル処理によって抽出を行った結果， 30 0 で振醤した場合は 00 の場合に
比較して 2"--'5 倍の P-- クロル安息香酸が検出されたの
〔総括〕
non四metaboliz:lble înducer である Pークロノレ安息香酸を誘導基質として用いることにより，安息香酸酸
化酵素の誘導が二つの過程より成ることが明らかにされた。すなわち， P クロ Jレ安息香酸によって誘起き
れる第 1 過程と， coin1.ucer によって活性ある酵素が形嘆きれる第 2 過程である。いづれの過程も蛋白合
成が調与することは阻害剤の実験から明らかで、あるつその具体的機構に関しては種々の可能性が考えられ
るが今後の研究にまたなければならないの












量の Pークロル安息香酸が菌体内に強く結合する第 1 過程と， トリプトファン・キヌレニンアントラニノレ
酸，カテコール等の所謂 coinducer の作用によって安息香酸酸化酵素の形成される第 2 過程とである。い
ずれの過程にも蛋白質の合成が関与することぢ確められ，また，第 1 過程に DNA 合成の関与することが
示唆されたり coinducer の作用機序に関しては今後の研究にまたねばならないが， これらの物質がいづれ
も代謝経路の上で安息香酸と密接な関係にあることは興味深い。誘導基質の菌体内結合の問題はこれを究
明することにより誘導現象のより実体的な機構が明らかになるのではないかと期待される口
以上著者の研究は誘導酵素形成の機序に関する重要な知見を得たものであって，学位論文としてここに
推せんする次第である凸
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